
ー

展をとげたのに対 し、社会人

類学は主にイギリスで展開 さ

れたという学問の成立ちの間

題があり、同時に、学問の対

象・方法・性格づけをめぐっ

て若干の相違がみられます。

たとえば、文化人類学は文化

一 なかなか定義が難しい概

念ですが、自然に対する概念で、人間の生活の方法

とでも定義しておきましょう一 に関する「 総合科

学 」としての色彩を強 くもっているのに対し、社会

人類学は人間関係の分析をベースにし、そこから社

会構造という人間関係の骨格部分を抽出してゆくこ

とを強調するといったように。この意味では社会人

類学は広義の社会学に含まれ、英国社会人類学の創

設者のひとリラドクリフ=ブラウンは、この学問を
フランス社会学 (デ ュルケム )の伝統 と結びつけて

「 比較社会学 」とよんだわけです。けれども、この

2つの人類学は、 ともに 19世紀ヨーロッパで民族
学とよばれていた学問から発展してきたわけで、 と

くに「 未開社会 」に代表される欧米にとっての異文

化・異社会の研究を通 して人間の社会や文イヒを考え

るという点では同様でありまして、今日、その名称

の違いに固執することはあまり意味があるとはいえ

ません。     |
Q:なぜ「 未開社会 」あるいは異文イヒ・異社会に関
する研究をするのですか ?
A:近代の学問は、いうまでもなく欧米を舞台に展
開されてきました。そして、とくに人文・社会科学

の場合、その理論構築のためのモデルは西欧の市民

社会でした。ところが、 19世紀の後半にな ります
と、非西欧社会に関する知識が体系的に研究 される

ようにな りまして、 もし普遍的な人間理解や社会理

解に至ろうとすれば、こうした非西欧社会に関する

材料をもとり込まなくてはな らないと感じられるよ

うになりました。そこでは西欧的な人間や社会の理

解モデルが必ずしも妥当しないわけで、こうした異

文化をもつ社会の代表として「 未開社会」があった

わけです。これが社会人類学の出発点です。以来、

社会人類学は「 未開社会」の研究を通して異文化を

内在的に理解しようと試み、人間や社会の理解モデ

ルを拡げてきたといえるでしょう.。 その意味では、

この学問は西欧の自己批判学であったわけです。

Q:今 日でも「 未開社会」の研究が主流なのですか?
A;かって「 未開社会」とよばれた諸社会の多くは、

今日国際社会の一員として独立し、好むと好まざる

とにかかわらず「 近代化」の波にさらされて、大き

な変容を受けています。その意味では、もはや古典

的な「 未開社会」研究はあり得なくなっています。

一方、社会人類学者の関心も、かっての「 未開」研

究から、農村研究、あるいは今日では都市人類学と

いう研究分野 もあらわれ、「 文明社会」を研究対象

としている学者も多くいます。また歴史的事件を素

材にした研究
.も

行なわれています。こういうわけで、

今日社会人類学を「 未開社会」の研究だと定義する

わけにはいかず、それは現実をある独特の方法で解

明してゆく学問分野だといえるかもしれません。

Q:「 独特の方法」といいますと ?
A:第 1は、この学問の伝統であるフィ■ルドワー
クという方法です。社会人類学者はt彼が研究しよ
うとする社会――多くは彼が生まれ育った社会とは

異なる社会――に一定期間(通常2年間)住み込ん
で、その土地の言語を習得し、その人々と同じよう

な生活をすることを通して、その社会を身をもって

学びとる、あるいはいわば体をはって調査研究を行

ないます。これがフィール ドワークで、私の1場合は、

インドネシアのスラウェシ (セ レベス)島 の トラ
ジャとよばれる人々の間で、 1976/78年 にかけ
てフィール ドワークを行ないました。この方法の利

点は、社会を「 内側か ら」みることができるとい う

点ですもこのきめ細かな観察体験は、書物や机上で

の人間・社会理解 ときわめて異質な視点を提供して

くれます。社会人類学者が「 文明社会 」(農村・都

市・歴史 )を研究してゆく場合 も、この方法・視点

から問題を考えてゆこうとします。第 2は、比較 と

いう方法です。そ もそもフィール ドワーク自体が、

異なる社会の論理を自分たちの言葉に「 翻訳 」しよ

うという暗黙裏の比較が前提 とされています。こう

したフィール ド経験を通 して、社会人類学者は、現

実をいわば「 複眼的に」みる方法をまなびとります。

ですから、彼が「 文明社会 」を研究する場合 も、「未

開社会 」との対比において考察 してゆくとい うこと

になります。これによって、いままで気付かなかっ

た「 文明社会 」の論理が明 らかになり、またそれに

よって「 文明社会 」の特質が浮彫りにされてゆくわ

けです。

Q:最後に、いま社会人類学をやる意義は ?
A:一言でいえば、今日異社会を理解することなし
には我々の生活それ自体が成立ってゆかないという

現実があると思います。比愉的に言いますと我々の
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時代は「 ひとつの言語 」で片がつく時代ではない

(ポープ )わけですo今日の日本はt欧米ばかりで

ではなくかっての「 未開社会」、今日の言葉でいう

「 発展途上国」との相互理解なくしては、国際社会

の中でやっていけないわけですし、より内在的には、

近代社会の中で惰性イヒされ変形してしまった「 人間

精神 」(レ ヴィ・ストロース)の 可能性あるいは自

由を追求しようと思えばヽ人は社会人類学という学

問に出会うというわけです。もっとも、私がそれを

どこまでやれるかは、また別の問題ですけれども。

(ア ジア研究・講師 )

<シ リーズ・ 大学研究所め ぐり>

その6英国の新大学一イーストアングリア大学一

英国の典型的な新大学、そ

れが私の滞在していたイース

トアングリア大学である。ロ

ンドンの北東約 100マ イル、

ケンプリッジか ら約 60マイル

の Norwich(ノ ーリッチ と

発音する )と いう美しい町に

ある。ここには、本学に赴任

する前に約 2年半 (1976～ 1978年 )と昨年約半

年間滞在した。英国では 1960年代に、新大学構想

にもとづいて、新しい大学が続々と誕生した。その

一番手がプライトンにあるサセックス大学で、イー

ストアングリア大学は二番手だそうである。この大

学は、日本流に言えば、理法文経関係の学科から成

る学生数約 3500人の比較的小さな大学である。電

子工学関係の部門も設置される計画であったが、国

の財政難と重って、結局実現 しなかったという。こ

れは、主として理工系が増強された日本の状況と全

く対照的である。

日本の新大学構想と云えば、誰でも筑波大学、す

なわち管理強化型の大学を連想するだろう。しかし、

英国の場合は逆で、古い伝統と政府の干渉から開放

された自由な雰囲気の大学が多いようである。事実、

イーストアングリア大学は英国で最 も民主的な大学

だという評半Jを耳にした。もっとも、そのために会

議と雑用が多くて大変だという不満も時々聞いた。

日本では、新大学構想を確立するに当って、世界中

に視察団を派遣し、英国の新大学 (特にサセックス

大学 )も重要な視察対象であったという。それにし

ては、英国の新大学と筑波大学には、学生と教官の

自由度に関する限り、何の共通点 も感じられない。

多分、視察団のメンバ‐は、一般教官を管理運営面

から開放して会議と雑用を少くしてやり、学生を教
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科の勉強だけに熱中させてやろうという親切な親心

の持ち主だったに違いない。

イーストアングリア大学の自然科学系は、数学・

物理、化学、生物および環境科学のスクールから成

り、名前から判断する限り、本学の総合科学部の自

然科学系と非常に良く似ている。私が所属していた

のは数学・物理のスクールで、教官数が 20人余、外来

者その他が数人の小世帯である。最初の滞在期間中

は、研究組織としての大学の側面だけに注目して、

教育に関しては断片的な知識を仕入れただけであつ

た。昨年出掛ける前には、教育問題の重要性を痛感

していたこともあって、何かを学んでくる意気込み

であった。ところが、広島を離れるや否や、日頃の

忙しさから開放された嬉しさのあまり、この初心を

すっかり忘れてしまつた。そこで、英国の大学制度

についての断片的な感想だけを紹介しておこう。英

国の大学の修業年数は普通 3年で (工科系や医学系

ではもらと長い )、 一般教養課程はなく専門教育だ

けである。この専門系列化はすでに高校で始まり、

例えば、物理系の大学に進む学生は高校で物理、化

学、数学および語学だけを勉強するのが普通である。

専門外の勉強は、その気になれば色々な機会を利用

して出来るから、単位の枠をはめてまで強要する必

要がないという発想であろう。全く主観的な感想で

あるが、日本の学生にくらべて、彼らに一般教養が

不足していると感じたことは‐度もない。したがつ

て、日本の大学制度は再検討を要すると痛感した次

第である。大学院には、修士を経由して博士課程へ

進むコースと、初めから博士課程に進むコースがあ

る。文科系では、修士と研究生の中間のようなコー

スもあり、何度話を聞いても、制度についての完全

な理解にはついに到達しなかった。自然科学系では、

初めから博士課程に進むのが普通である。しかし、



3年間で博士号を取ることは最近では事実上不可能

で、大体 4～ 5年はかかってしまう。 もしそれで も

博士号が取れないと、すべてがむだになってしまうc

これに対して、修士を経由すれば、時間はかかるが、

少 くとも修士の資格は取れるので、安全性を重視す

る留学生はこのコースを選ぶこともある。

イーストアングリア大学には、大変興味深い研究

教育組織 として Developing S tudy(学 科に相

当 )と 呼ばれるものがある。そこでは主 として発展

途上国の政治 。経済・社会問題を研究 している。英

国ではこのような研究が盛んであると問いたが、こ

れはまさに植民地支配の名残 りであろう。学生は本

国人と外国人 (主 として旧植民地か らの留学生 )が

半々くらいだという。この学科の修士と研究生の中

間のようなコースに在籍する留学生はあまり若 くな

く、 20代の後半から30代の学生がかな り多い。
私は約 3年間の滞在期間中の大部分を大学構内の外

来者用の宿舎に住んでいたが、家族のある年配の留

学生の何人か も棟続 きの同じ宿舎に住んでいた。こ

のため何かと話をする機会が多かった。彼 らの多 く

はいわゆる上流階級の出身者で、国に帰れば有望な

ポス トが約束されている人が多いようであった。我

々に対 しては、「 日本ではどんな大 きな家に住み、

何人の召使いを使っていますか」と必ず一度は質問

する人が多かった。そこで正直に、「 日本には家 も

なければ召使い もいない、それに適当なポストもな

い失業者だか ら仕方な くここで働いている」、 と答

えると皆信 じられないとい う顔をしていた。このと

きばか りは、経済大国日本での我身の境遇の貧しさ

をかみしめたものである。ところで、このDeveloping

S tudyには日本人の留学生 もかな りやってくる。

彼らの多 くは官庁の役人や一流企業の社員で、 1～

2年の予定で出張でやって来る。彼 らは、いわゆる

一流大学の出身者で、大学教育はすでに終了してい

るので、留学の目的が理解できなかった。キャンパ

ス内の宿舎に住んでいたため、彼 らの何人かと付合

手前が外来者用宿舎 ,後方が図書館

う機会があったが、その時よく不平を言っていた。

「 授業の中味は日本の大学ですでに勉強したものが

多 く、それを英語で改めて勉強しているに過 ぎない」、

「授業 の程度 が低 くて面白くない 」、「 こちらの

学生は貧乏で満足な ものを食べていないので付合い

づらい」等々。日本の一流大学の出身者で、政府や

一流企業をスポンサーに もつ高級サラリーマン留学

生にとっては、全 くもっともな話である。しかし、

何かがおかしい。要するに、留学してくること自体

がおかしいと思 った。それ も Developing S tlldy

に在籍するのは、先進国日本を誇 りにする彼 らの態

度に似つかわしくない。しか も、いわゆるエリート

として、職場と一族から「 洋行万才 」の声に送 られ

て来るのが大部分だと聞けば、ますますロッケイな

話である。経済腺肥大、留学妄想狂の典型的な症状

と診断したが、処方センを書 くのは、古い価値観に

とらわれない若い皆 さんにお願いしたい。

一流のゴルフ場をつぶして三流の大学を作ったと

悪口を言 う人 もいるこの大学のキャンパス内に長年

住んでみると、本学の貧しい環境は身にこたえる。

正門から入 つた表通 りに面した所はともかくとして、

一歩裏にまわると、西条移転を控えているとは言え、

まるでスラム街同然である。移転後は、不毛の山地

を切 り開いて一流の大学 (少なくともキャンパスだ

けは )を作った、と言われたいものである。

(基礎科学研究・ 助教授)

「走 馬 看 花」一中国旅行の印象一

贅督茶纂晃鳥碑 ゴヒ 村 浩司
《序章一北京へ 》           訪中団』の一員として、31名の学友とともに中国

私はさる3月 11日から22日 の12日 間、小林  を旅行する幸運に恵まれた。ここに報告をかねて、
文男先生を団長とする、『 第二次広島大学学生友好  自分の感じた「 中国」の印象を書き記したい。
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中国における全行程は、北京一西安―延安―上海

のルー トであった。かな りの広大な地域を足早に巡

ったことになる。その意味ではまさに「 走馬看花 」

である。見るものの全てが今までに出会 ったことの

ないものであらたし、それぞれの土地での感想や、

見聞した記録、資料などを仔細に書 き留めれば膨大

な量のものになるであろう。しかし、私はことでそ

ういう記録申心の文章を書こうとは思わないも私は

中、国の問題を専攻している|わけではなι‐ヽ。中国語も
殆んど話せない。それでも敢えて「 感 じたままの中

国 」を書 こうと思 う。細かい点で知識に誤 りもあろ

う。見方 も一面的だろう。専門家から見ればとるに

た らない文章 と言えるに違いない。けれ ど、現実に

日本の一人の人間が中国へ渡ってこうい うことを感

じたのだという事実は変わりようがない。そのこと

をあか らさまに示すほうがむしろこの拙文を読む人

に何 らかの形で参考 となるのではないかとひそかな

希望をもっている。特にここでは中国において、主

に日本語で、あるいは通訳の人を介して中国の人々

(特に同世代の青年たち )と 語 り合 った印象を述べ

たい。 もちろん海外へ行った以上、その国の言語で

語 り合 うべきだろう。 しかし、私の語学力ではとて

もそこまで及ばないので、あくまでも「 日本語 」で

の対話であることを断わっておかねばならない。

私が北京へ降 り立ったのは 3月 11日 の夜 8時 を

過ぎていた。電燈の明か りが妙に薄暗く、空気が乾

燥し、ほこりっぱかったことが鮮明に記憶に残って

いる。その北京空港で初めて中国人と接触するわけ

である。最初に言葉を交わしたのが通訳のPさ んと

Lさ んとい う二人の女性である。彼女たちは現在、

北京第二外国語学院の助教 (助手 )で年齢はともに

24才であった。 (彼女たちは学生ではないが、中
国においては学生の年齢が日本より相対的に高い。

理由としては大学へ入学すること自体がかな り困難

であること、文イヒ大革命の影響などで教育制度に揺

れがあったことなどがあげられる。そのため、一度

就職してか ら大学へ入学することも少なくなく、30

才を超えた学生にも何人か出会った。)彼女達とは旅

行の最後まで行動を共にしていただいたので話をす

る機会も多く、我々が教えていただくことも多かっ

た。まず私が驚いたのは、彼女たちが日本語を学び

始めてから3年 しかたっていないのに、極めて日本

語に堪能であったことである。これは他の土地で話

した日本語を学ぶ人々にも言えることで、それぞれ

日本語の修得のためにかなりの労力を費しておられ
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万里の長城 (八達嶺附近 )

るようだった。しかし、語学力 というものは言語そ

のものを研究対象にする場合を除いては、学問の道

具として使われるものであろうが、そのことばかり

に集中的に労力を使 うのは少々疑間に思える。例え

ば日本の文化を考える上で不可欠と思われる西洋文

イヒの影響に対する理解が意外に貧弱なことなどであ

る。しかし、日本語を学んでいる人は増えているよ

うで、彼女 らの話によると、中国は今かな りの日本

ブームだそうである。「 日本の科学技術が秀れてい

るのは有名だ。私達 はそれを四つの現代イヒのために

学びたい。」という趣旨の発言を各地で聞いた。日本

ブームと、それにともな う日本語熱 とは反比例して、

最近衰えが激 しいのがソ連に対する関心だそうであ

る。 ロシア語を学ぶ機会その ものが得がたくなって

いることもあって、ロシア語を学んでいた人が日本

語へ鞍替えするケースもあるとのことであった。こ

の状況は政府の外交政策が微妙に反映されているの

であろうが、日本 と状況が似かよっているように思

われる。しかし、これは決して良い傾向 とは言えな

いのではないか。外交関係が悪イヒしている国を理解

する努力を自ら放棄すれば、後に残るのは誤解 と断

絶だけになりはしないか。さらに『 日本 ブーム』と

言っても、あくまで主眼に置かれているのは科学技

術であり、あるいは科学技術を支えるものに対して

のブームである。北京図書館を見学したときの説明

で、 日本の書物を購入する場合の選定基準 として、

「 科学技術に関するものは殆んど無条件に、その他

の人文・社会科学に関する書物は中国に必要 と思わ

れるもののみ」ということがあるということであっ

た。つまり、人文・社会科学に関するものは一定の

フィルターを通 さないと入つてこないことになる。

果して「 中国に必要 」とはいかなることか。日本ブ

ームも少々怪しい。日本 と中国の相互理解を考える

上でも、日本における空虚な「 中国
ブーム」と同じ

く、中国における「 日本ブーム」に再考の余地はあ



りそうである。その証拠に、日本を研究している多

くの人々が我々の日常生活を実体 としてつかんでい

ない。我々が何を食べ、何を行い、何を考えている

かということから地域文イヒの理解は始まるのではな

いか。科学技術一辺倒の表面的な文化理解は悲劇を

生み出すことになりはしないか。

《中国人の国際観 》

日本、ソ連に触れたついでに中国人青年の『 国際

観 』にも触れておく。北京で通訳の Pさ んに質問し

た。「 あなたはどの国が一番嫌いですか ?」 彼女は

少し考えて「 ベトナムです」と答えた。理由は「 ベ

トナムはベ トナム戦争のときに中国か ら多大の援助

を受けた。ところが今、ベトナムは中国に恩を仇で

返 している」というのだ。ベ トナムが今あるのは中

国のお陰だとでも言 うのか。中国人の頭の中には伝

統的な《宗主国一属国 》関係か らくるベ トナム蔑視

の意識があるのではないかと勘 ぐりたいような話で

ある。彼女にそのことを問 うと否定はしたが、僕の

疑間は残 った。またソ連 も嫌われ ものの一つである。

今日、かっての中ソ蜜月時代の痕跡を残す ものはわ

ずかになってしま � � ㎞ �の�畏�すこ》還 � と

か で 伺 0


